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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年4月28日　(月)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　清川　真澄　　　　　記録者　三和　朋代　　　　

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	会議
	○
	欠勤
	留守番
	公休
	○
	欠勤
	○
	○
	欠勤
	公休

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	準夜
	公休
	深夜
	深夜
	準夜
	準夜
	公休
	留守番
	○
	留守番

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	高曽
	前田
	天間
	田中
	松山
	
	

	公休
	ローテ
	ローテ
	○
	公休
	公休
	公休
	公休
	業務
	業務
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・SST実施時、入院生活技能訓練療法（個人記録）に記入していますが、最近記入漏れが目立ってきています。記入時のチェックしていくと共に、提出の前はSST担当者が確認していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・高森　清八様～御家族様へのオムツ依頼及び電話連絡方法について、Dユニットスタッフオフィスの家族連絡ファイルに貼り付けています。各自確認お願いします。

オムツ依頼については時間にゆとりを持って連絡が欲しいと御家族様より要求聞かれています。御家族様が水曜日に当院外来通院日であり、来院予定である事から、その前の週の木曜日（19：00～21：00）に電話していく事としています。

　　　　　　　　例）5/7（水）に持って来て欲しい為、5/1（木）に連絡する。

　　　　　　　　　電話した際は、その時点でのオムツの在庫状況及び、どのくらいもつかを連絡し、次回電話予定日について確認してください。

次回電話予定日は、5/1の19：00～21：00に遅番業務者が行う事となっています。

・角谷　育子様～洗濯日を、毎週月曜日と金曜日の11：00としていましたが、本人の様子として曜日以外での頻回な洗濯が目立っている状況です。本人と話し合い、洗濯物については一度私物庫に保管し、洗濯日にまとめて洗濯していく事としています。本日から1ヶ月間に評価期間とし、改善見られた場合は再度検討していく事としています。

　　　　　　　　　又、食事の残食状況目立つ事から、食事を優先した頂ける様ジュース禁となっていました。本日から1ヵ月間を評価期間とし、残食量減ってきた場合はジュースを飲んで頂く事としています。引き続き洗濯状況及び食事摂取量について確認していきましょう。

・小山　正好様～御家族様より、バスタオル数枚を受け取っています。夜間本人タオルを噛む事があった場合は、バスタオルを使用していき、毛布やタオルケットをその上に掛けてください。御家族様の面会時、洗濯して頂ける様渡してください。

＜週間予定＞

4/29（火）・安ヶ平先生お休み

4/30（水）・南G部署懇談会

　　　　　場所）第一ワシントンホテル　9階ワシントンホール

　　　　　時間）18：00～21：00

5/ 3 (金)　・向山忠義様マーゲンチューブ交換

＜医療廃棄管理について＞

・1月の感染対策管理委員会の巡回確認時、医療廃棄物の不適切な管理が見られていました。今後S.G.M及びJ.G.Mにて、スタッフ一人一人に面接法で医療廃棄物について確認としていきます。

確認期間）5/1～5/8

　　　　　※その場で区別、取扱いについて不明なスタッフがいた場合、理解するまで指導していく。

　　　　　再指導期間）5/9～5/15

　　　　　看護スタッフ：小向S.G.M.

　　　　　介護スタッフ：佐々木J.G.M.

感染性医療廃棄物内容）

・使用済みの注射針、翼状針、エアー針、インスリン針

・汚染されたディスポ注射器

・血液、浸出液、痰、胃液、便、尿の付着したガーゼ、ディスポ手袋、綿球、アルコール綿

・点滴セットの血液汚染されている部分、鋭利な部分

・血沈棒、使用済みの剃刀

・検尿カップ、検尿試験紙

・排泄物の付着した軟膏類（グリセリン浣腸、ボラザG軟膏など）

・マンゲンチューブ、吸引チューブ、酸素マスク、酸素カニューラ

・アンプル、バイアル、ピオクタニン瓶、ノボペン

・その他検査に使用した物（インフルエンザキット、ツベルクリン）

非感染性医療廃棄物内容）

・点滴ボトル、点滴ライン（血液汚染されていないもの、鋭利な部分はカットし感染性廃物へ）

・皮膚科軟膏チューブ空

・栄養セット

・栄養チューブ用注射器（胃液で汚染されていないもの）

一般ゴミ内容）

・血液等に汚染されていない清掃や皮膚科軟膏処置時に使用したディスポ手袋

・ディスポ注射器や針の空袋

・処置キットや消毒などの空袋

・坐薬の空袋

　不適切処理を行った場合は、誰が処理したか明確にし、不適切な処理をしたスタッフを報告する事となります（不適切処理報告書）。又、不備があったスタッフは原因を振り返り、S.G.M、J.G.M.へレポート提出となります。

各自「医療廃棄物管理についての改善計画書」を確認してください。







